
平成１４年度 総合的な学習の時間（『星章』）全体計画

学校の教育目標
町の総合的な学習の重点

自 立 他 尊生徒の実態
趣旨やねらいを踏まえ 学校の基本的な考え方を明確＜めざす生徒像＞ ◎ ,

･ ･ , ・めあてをもって，意欲的に取り組む生徒 ｡調査 体験活動を伴う学習を好み 人と積極的に関わろうと にした計画を作成し実践する
する生徒が多い 主体的に問題を解決する資質や能力が身に付くよう 体｡ ・仲間を大切にし，協力してやり抜く生徒 ･ ,
･ ｡ ・美しい心をもち，自らを鍛え律する生徒 ･ ｡内容や方法が明確な学習には積極的に取り組む生徒が多い 験的 問題解決的な学習活動を工夫する
自ら課題を生み出し 問題解決的に追究していくことが苦手 自らの学習活動を評価し 改善を図ることができるよう･ , ･ ,

｡ ･ ｡な生徒が多い 一人一人の学習状況や成果を把握して指導 援助する
･ , 本年度の経営の重点調べてわかったことや考えたことを進んで伝えたり 仲間の

｡考えについての意見を積極的に発言する姿勢が弱い
主体的に課題をもち，共に活動する中で自らの生き方を問い，生活を切 総合的な学習のねらい

り拓く力を育てる指導
教師の願い ・課題を見付け自ら学び主体

的に判断し，よりよく問題
今日的な問題等を自らの興味 を解決する資質や能力を育
関心を生かしながらとらえ，自 本校の総合的な学習のねらい てること。
ら創り上げた課題を，これまで ・学び方やものの考え方を身
に学んだ様々な方法や学習を生 身近に存在する様々な課題に対し，その解決の方策を，体験的な活動や に付け，問題の解決や探究
かし，追究・研究し，自分なり 問題解決的な学習を通して追究する過程で，自ら考える力，人とのかかわ 活動に主体的創造的に取り
にまとめ，その成果を自分の工 りや地域の自然，文化などを大切にしようとする態度を育てる。 組む態度を育て，自己の生
夫を生かして発表したり発信し き方を考えることができる
たりしていく生徒の育成 ようにする。

総合的な学習の時間で付けたい力

主体的な問題解決の能力 多様なものの見方 考え方をする能力 学習に主体的 創造的に取り組む態度 自己の生き方 在り方を考える能力, , ･
＜課題発見力＞ ＜創造力＞ ＜持続力＞ ＜自 信＞

, ･ ･ , 自分らしい作品を考え，アイ 自分の課題を追究し続ける。 活動を通して成就感をもち，身の回りの人 自然 社会に興味 関心をもち 自分の課題
｡ ディアを創り出す。 ＜行動力＞ 自分の成長のよさを自覚する。をもつ

＜自己決定力＞ ＜構想力＞ 課題解決に向かって，意欲的 ＜自己評価力＞
, 活動の計画を立てたり，事物 に活動する。 自分の学習の仕方や進め方を自分の課題に合わせて 学習の方法や表現方法を選んだり決

｡ を関連付けて考えたりする。 ＜人間関係力＞ 振り返り，次の学習に生かす。めたりする
＜表現力＞ 相手を思いやり，よさを見付

けながら，力を合わせて活動す自分が調べたことや考えたことを相手に分かりやすく伝え
｡ る。ることができる

＜全 校 テ－マ＞ 夢と感動のある町大野を創ろう

１年生 ２年生 ３年生学 年

時間数 ７０時間 ７０時間 ７０時間

大野町を知る 大野町を観る 大野町を創造する学年テ－マ
, ･ ･ ｡ ｡ 21 ｢ ｣ ｡大野町の今を 文化 福祉 環境などから見つめよう 大野町を住みよい町にするための方策を考えよう 世紀に向け 夢と感動のある町創り を提案しよう

追究形態 学級一斉 学級内の生活班 個 人

各学年の 「環境」「福祉」「文化・歴史」の３つ 学級ごとのテ－マに基づいて班で協力 個人テ－マに基づいて，自分なりに問
の単元を「学習のてびき」を利用しなが して調査，研究を重ねていく中で，問題 題解決的に追究し，まとめ，提案できる

系統性 ら「学び方」を指導し，大野町に対する 解決の方法を活動を通して身に付くよう ように指導する。
興味・関心を広める。 指導する。

生徒の意識
＜１年生の『星章』＞ ＜２年生の『星章』＞ ＜３年生の『星章』＞ ＜将来に向けて＞

今 こんなことが問題となっているんだ こうやって課題は広がっていくんだ 追究すれば新たな課題が見えてきたもっと知 これからも もっ 調べていきたの流れ ・ , ・ ・ ・ , と
・ ・ , !こんな研究がされているんだ こうやって調べてたり 追究すると見えてく りたくなった い

こんなことを調べてみたいな るんだ 追究していくと知識や技能が必要なのがわか 自分の興味のあることを生かしてい生活経験 ・ ・ ・
や ・ ・ !こんな追究方法があるんだ 仲間の意見を聴いていると世界が広がってき ってきた こう
知識 ・ , ・ !た 実際に試したい 聞いてもらいたい 自分の手で創りあげてみよう

評価方法 自己評価，相互評価，教師評価，ポートフォリオ評価，自由記述，アンケート調査

１ 学 期 ２ 学 期夏休み

主な活動 ガイダンスとテ－マ決定→計画の立案→調査活動① 調査活動 中間交流会→調査活動②→まとめ→交流会( ･ )→振り返り学級 全校

関 連 す る 教 育 活 動 地 域・家 庭 と の 連 携

＜教科＞ ･ , , 地域人材，地域の施設，教育機関との連携，家庭・ＰＴＡとの連携基礎的な知識 技能の習得 課題解決学習の展開 自分の意見を効果的に伝える表現方法の習得
＜道徳＞ , ＜特活＞仲間との関わりや自己の責任 学校だより，学年通信，公開授業等による啓発多くの人の生き方 考え方への共感


